
 

 

 

小金井市保育の在り方に関する方針（案）策定途中における定員管理の試算 

 

１ 試算条件等（表記：く＝くりのみ、わ＝わかたけ、小＝小金井、さ＝さくら、け＝けやき） 

  本試算は保育士の職員数の定員管理 

 ●児童定員を維持した場合※の職員数（通常保育）は現行の９３人／５園（一時

保育含）       ９３人：く１７・わ１７・小１８・さ１７・け２４ 

 ※く１１３、わ１１２、小１１４、さ１１３、け１４０ 

 ●減員後の児童定員は１園７０人とし、その場合の職員数（通常保育）は７９人

／５園（一時保育含） ７９人：く１５・わ１５・小１７・さ１５・け１７ 

  通常保育とは別に配置する役割対応等の人数は次のとおり 

 ・役割対応職員は４人／１園（５園で実施） 

 ・誰でも通園対応職員は２人／１園（４園（く・わ・小・さ）で実施） 

 ・医療的ケア対応職員は２人／１園（１園（け）で実施） 

 ・育児休業代替対応職員は２人／１園（５園に配置） 

 

２ 定員管理試算 

  １の試算条件を踏まえ、「増員が必要」＞９３人≧「増員が不要」とする。 

［保育園の児童定員を維持した場合］ 

 ５園の場合 ４園の場合 ３園の場合 ２園の場合 

定員管理 増員が必要 増員が必要 増員が不要 増員が不要 

通常保育 ９３人 ７６人 ５９人 ４２人 

役割対応 ２０人 １６人 １２人 ８人 

誰でも通園対応 ８人（4 園） ６人（3 園） ４人（2 園） ２人（1 園） 

医療的ケア対応（1 園） ２人 ２人 ２人 ２人 

育児休業代替対応 １０人 ８人 ６人 ４人 

計 １３３人 １０８人 ８３人 ５８人 

［保育園の児童定員を減員した場合］ 

 ５園の場合 ４園の場合 ３園の場合 ２園の場合 

定員管理 増員が必要 増員が必要 増員が不要 増員が不要 

通常保育 ７９人 ６４人 ４９人 ３４人 

役割対応 ２０人 １６人 １２人 ８人 

誰でも通園対応 ８人（4 園） ６人（3 園） ４人（2 園） ２人（1 園） 

医療的ケア対応（1 園） ２人 ２人 ２人 ２人 

育児休業代替対応 １０人 ８人 ６人 ４人 

計 １１９人 ９６人 ７３人 ５０人 
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